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現代のアジア

世界的視野に

開している。か

た産業への転換

は，著しい工業化の進展とと

立つと，新たな産業の勃興・

つての低い労働コストを利し

，海外技術の単なる導入から

序

もに，知識・情報化も併進さ

振興と企業活動の革新が最も

た価格重視の産業から，より

自立的な産業基盤の構築によ

せている。

ダイナミックな形で展

高度な付加価値を求め

る競争力の強化，知識

情報産業の創設

大きく異なって

アジア各国の

化と時代的要請

っていると考え

それは情報化

が最も重要な課題になりつつ

いるが， 世紀を迎えた今日

人的資源問題に目を向けてみ

に対応可能な高度な知識と能

られる。

に対応する （情報技術）人

ある。勿論，アジア地域は多

，多くの国は共通の課題と挑

ると，ここでは，従来型の技

力をもった人材形成がより多

材といった狭い領域の人材で

様であり，発展段階も

戦を受けている。

能形成だけでなく，変

く求められる状況とな

はなく，企業や社会に
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おいてイノベ

技術開発とそ

本稿はア

産業構造の高

ーション（事業創造・社会革

の応用を担える能力を備えた

ジア主要国における工業化さ

度化と「知識人材」像（福谷）

新）を自ら実践出来るような知

人材であると考えられる。

らには知識情報化社会の到来

識と力量を持った人材，

とその基幹人材としての

「知識人材」

析する一環と

ホワ

に関する期待役割像，供給政

して，産業構造の高度化とそ

１ 知識

イトカラー労働の増大

策，教育システム，労働市場

の期待する知識人材像を明

・情報化とその就業

構造の評価と方向性を分

確にすることにある。

マクロ経済

成される。韓

れば，従前の

工業化の進

トカラーの割

ワイトカラー

「一般的に

産業，さらに

の観点から，一国の経済成長

国や日本のように労働力減少

経済成長を実現することがで

展および産業構造の高度化に

合が増えることが予想されて

の生産性向上が，経済発展の

，多くの先進工業国は産業構

は第３次産業に移行していく

は労働力人口の増加もしく

が予測される今後は，倍旧

きない。

伴う，今後のアジア各国の

いる。先進工業国の経済発

原動力になっていく。

造が高度化し，就業人口構成

。日本もその軌跡を辿って

は生産性の上昇によって達

の生産性上昇を確保しなけ

労働力構成に占めるホワイ

展の軌跡を分析すると，ホ

は第１次産業から第２次

いる。労働力の質も筋肉労

働から事務労

トカラーのグ

していくこと

その結果，

未知の商品や

いた雑巾を絞

ホワイトカラ

働に代わっていくことも自明

レー化も推測しうる。ホワイ

が求められる
）
。」

ワークスタイル（働き方）も

サービスを創出していくこと

るといった働き方」から，「

ーの生産性向上への期待が，

である。ブルーカラーのグ

トカラーの量と質の双方か

，既知の商品やサービスを繰

が，より重要になる。例え

見えざる顧客へのサービスを

これまで以上に高まってく

レー化であり，一部ホワイ

ら，その生産性問題を検討

り返し生産することから，

ば，生産現場における「乾

発掘する働き方」を担う，

ることであろう。

各国の生産

いる。

知識

ベル（

と労働がまさ

という点であ

性向上を主導する人材の期待

社会の衝撃

）は，知識社会いわゆる脱工

に社会変革の戦略資源であっ

る。したがって，あらゆる社

要件や，その育成方法・供

業社会に関して重要なことは

たように，「知識と情報が社

会にとって重要な「変数」

給政策も変革しようとして

，工業社会において資本

会変革の戦略資源になる」

は，基礎研究や科学・技術

力の強さ，す

る
）
。

「現代社会

「知識」であ

だす人である

前者の担い手

なわち大学や研究機関におけ

は知識の重要性が高まって

り，知識の生産と応用にかか

。かれらはある社会を支える

は，知識をつくり出すクリエ

る科学・技術の開発能力に

おり，さまざまな知的活動が

わる人の増大である。第２の

価値観を探り，それを明確

ーターであり，自然科学者

関する強さということにな

活発化する。その１つが

分類は「意味」をつくり

に表現しようとする。……

や社会科学者などの研究者
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がこれに含まれ

そして，政策担

を行い，政策を

立命館経済

る。その知識の応用を担当す

当者がいる。かれらは情勢の

選択する。

学（第 巻・第３号）

る人々は，エンジニアやエコ

変化に対応すべく，社会全体

ノミストなどである。

に先立って知識の評価

一方，「意味

第１は，礼儀を

うべき人々がい

味を与えようと

て多数の人々を

ベルの提起し

ることを意味し

」にかかわる活動は，「知識」

つかさどる活動であり，その

る。かれらは社会のなかにあ

する。そして最後にイデオロ

動かし，社会に変化をもたら

た「知識社会」では，知識や

ている。

のそれより，はるかに古い歴

役割は聖職者が担ってきた。

る美意識を感じとり，美的な

ギーを用いる人々がいる。彼

そうとする
）
。」

情報を操作する人材が，その

史を有している。まず

第２は，表現者とも言

感性を通じて社会に意

らは特定の思想によっ

社会発展の推進力とな

シンボ

知識・情報化

造の変化ととも

場合， 年に

２ 知識情報社会

リック・アナリストの台頭

の進展は産業構造を高度化し

に，各国の職業分類統計が形

「サービス・ワーカー」職種

における基幹人材の特性

，それを担う人材の質と役割

骸化している。サービス経済

が追加された。この分類は

を変容させる。産業構

化の進んでいる米国の

「主要職種別グループ」

と呼ばれている

「技術・販売・

といった分け方

産する時代には

「しかし，こ

のネットワーク―

ほとんど役立た

。職種調査はこの分類法に基

経営補助」，「サービス職」，「

が行われている。こうした職

妥当であった。……

のような分類は，今日ではア

拙訳）に深く組み込まれてい

ない。…本質的な観点から見

づいて行われており， 年

オペレーター，組立工，手作

種分類は経済全体が大規模の

メリカの中核企業が，グロー

るために，世界における米国

て，競争的な立場の異なる職

代でも，「専門経営者」，

業職」，「運輸・運搬職」

標準化された製品を生

バル・ウエブ（地球規模

の競争力を見る上では

業に対応した，３つの

大まかな職種区

ービス」，「イン

的）・サービス

ルーティン生

られる―そこで

「熟練」が得ら

長，生産管理者

分が生まれつつある。この

パースン（対人）・サービス

」である。こうした区分は，

産サービスは，かつての重工

働く年配の従業員を見ればわ

れる。……従来からある，ブ

，事務監督者，現場主任―に

３つとは「ルーティン・プロ

」，「シンボリック・アナリス

今や米国以外の先進国にも当

業をはじめ，ハイテクなど現

かるように，そこではより高

ルー・カラーの仕事，中間な

よる規制的な監督の仕事が含
）

ダクション（生産）・サ

ティック（シンボル分析

てはまりつつある。

代産業の中でも多く見

度で萎えることのない

いし下位の管理者―職

まれ，監督する仕事に

は，部下への度

「対人サービ

り， 年には

ーティン生産労

シンボル分析

ち，研究科学者

重なる点検や標準作業手順の

スは主に第３次産業を担う職

，対人サービスはアメリカ人

働者数を上回っている。

的サービスには，問題解決，

，設計技術者，ソフトウエア

徹底も含まれる。」

種であり，販売・営業，教育

の仕事の ％を占めており，

問題発見，戦略的媒介を行う

技術者，建設技術者，生物工

，看護・介護などであ

なお増加中である。ル

，多くの職種，すなわ

学技術者，音響技術者，

（ ）



公共関係専門

会計士も含ま

ィレクター，

産業構造の高

家，投資専門家，投資銀行家

れる。さらに，コンサルタン

建築家，映画監督，写真家，

度化と「知識人材」像（福谷）

，法律家，不動産開発専門

ト，プランナー，システム

デザイナー，出版人，作家

家や，これらに加えて専門

・アナリスト，アート・デ

と編集者，ジャーナリスト，

音楽家，テレ

具体的には

現実をいった

分野の専門家

学的なアルゴ

であったり，

合もある
）
。」

ビ・映画プロデューサー，そ

，シンボル操作によって，問

ん抽象イメージに単純化し，

と意見交換をしたりして，最

リズムであったり，科学法則

また，帰納・演繹の論理であ

して大学教授も含まれる。

題点を発見し，解決し，あ

それを組み替え，巧みに表

後に再びそれを現実に転換

，法律論，技法，説得や相

ったり，思考パズルを解く

るいは媒介する。かれらは，

現，実験を繰り返えし，他

する。その道具として，数

手を喜ばせる心理学的洞察

一連のテクニックである場

情報

キリー（

ービス経済化

ドカラーは５

複雑で知的な

る。第４には

ゴールドカ

化とゴールドカラー

）は工業化時代のブルーカ

時代のホワイトカラーは，情

つの特性を持っている。第１

生産にかかわる。第２の特性

，独立志向が強いことである

ラーは「経済的豊かさ」と

ラーがホワイトカラーにとっ

報化時代のゴールドカラー

に仕事の特性として，繰り

は，教育水準の高さである

。第５には，企業家精神に

「行動主義本能」と「企業家

て代わられたように，サ

に代わられる。そのゴール

返しの定型業務ではなく，

。第３には，高い報酬であ

富んでいることである
）
。

精神」をもち，それゆえに，

自己の考案し

きる条件を整

理を好まな

関係を重視す

抜に腐心する

ゴールドカ

るために，ゴ

た特許やロイヤリティの配分

えなくてはならない。そのた

いことである。第２はこれま

ることである。第３はゴール

ことになる。

ラー管理の基本原則は，自己

ールドカラーの革新的思考を

を要求する。経営者にとっ

めに直面する問題がある。

での官僚的な「タテ」の関係

ドカラーが管理者とは対等

決定・自己管理にある。企

奨励することにつきるので

て，組織内に留め，活用で

第１はゴールドカラーが管

ではなく，「ヨコ」の相互

と考えるから，管理者の選

業の永続的な発展を促進す

ある。

ナレ

知識・情報

ーカーになる

をその目標に

対象とした，

専門家と異種

ッジワーカーの登場

化時代の到来とともに，その

。経営戦略も未知の市場を開

据えることとなろう。工業化

標準化・単純化・特定化した

交流し，新奇なアイディアを

国や企業の競争優位性を主

拓していく，新製品の開発

社会が目指した，比較的均

分業体制の構築ではなく，

考案し，知識・情報化社会

導する人材は，ナレッジワ

や新技術・サービスの創造

質なマニュアルワーカーを

ナレッジワーカーが多様な

を制することになる。

ここでいう

よるマニュア

世紀の覇者

であると予想

い自己規律の

への貢献，

ナレッジワーカーは， ド

ルワーカーの生産性を高める

はナレッジワーカー（知識労働

している。そのナレッジワー

確立， 継続的イノベーショ

経費としてではなく，資産と

ラッカーによると以下の意義

マネジメントを開発・実践

者）の生産性を向上させる仕

カーの要件として， 仕事

ンの推進， 継続的学習と

して取り扱う，を挙げてい

をもつ。「科学的管理法に

した 世紀とは異なり，

組みを開発・実践した国

の定義づけの明確化， 強

教育の必然性， 質の転換

る
）
。」

（ ）



プロフ

幾多の発明や

する「イノベー

立命館経済

ェッショナルとしての研究・

発見が，産業創生・振興や経

ション」を担う，研究者や技

学（第 巻・第３号）

技術者

済発展のために貢献してきた

術者の新たな特性を明示する

。その社会発展を推進

。

山之内昭夫

ナルとして研究

気をもつ， 深

る， 情報に対

トを効果的・効

つ， 自分の仕

以上の項目の

（ ）によると，「独創的研

者や技術者は， 常に情熱を

い専門技術と広い視野とを兼

する鋭い感覚と洞察力をもつ

率的に革新する， 未来に向

事についての十分な表現能力

うち，後半５項目は主に管理

究開発の礎は秀れた人間性で

燃やす， 自ら目標を設定し

ね備える， 商品と技術を交

， プロフィット意識をもつ

けて今の行動を選択する，

をもつ，ことが期待される。

職を対象としている
）
。」

ある。プロフェッショ

，挑戦する独創性と勇

感（インターラクト）す

， 技術・マネジメン

管理面の専門技術をも

市川惇信（

ちブレーク・ス

の体系の限界を

報交換ができる

新しい問題を設

福谷正信（

ェッショナルの

自律性さらには

）は，「現在の体系の限界

ルーを生み出す研究者の要件

含めて見通しを持っている。

。 意見情報交換により拡が

定できる。……問題設定し，

）は，「独創的な研究開発

視点から捉え，その特性を明

社会性の観点から，インセン

が見え，他の分野の研究者と

を以下のように例示する。

他の分野の研究者との互い

った世界の中で，解決したと

解決できるかが問われる
）
。」

を推進するために，それを担

確にすると共に，プロフェッ

ティブ施策を展開している。

の交流できる，すなわ

広い視野について現在

の分野について意見情

きに大きな意義をもつ

う 人材をプロフ

ション労働の専門性，

企業組織とプロフェッ

ショナルの関係

ロフェッショナ

形成，その結果

人材を想定

浜田和幸（

り観察して，そ

痛感していた。

を，エンプロイド・プロフェ

リズムと隔していくことを提

として社会的職能団体への

し，様々なインセンティブ施

）によると，「発明王エジ

れらが各々どのように関連し

というのは，ゆっくり見て考

ッショナルとして制度化し，

案している。専門的資格の取

加盟を促進し，企業と職能団

策を提起している
）
。」

ソンは幼い頃から，身の回り

あっているかを考えさせる教

える習慣がなければ創造的な

従来のステイタス・プ

得と職業的キャリアの

体の双方に帰属する

に起こることをじっく

育の必要があることを

アイディアは生まれな

いと確信してい

けるには時間が

る
）
。」

たからである。…発明の前提

かかると思っていた。…エ

３ ビジネス

となる，物事を全体としてと

ジソンは終始，観察，記憶，

・リーダー像の変貌

らえる発想法を身につ

創造の輪を強調してい

専門経

産業社会に焦

経営者や管理者

並木忠男（

ナルとアマチュ

プロフェショ

営者

点を絞り，知識・情報社会に

はいかなる役割，力量が要請

）はかつての大企業の副社

アの違いを以下のように示唆

ナル

おける企業の競争力を確保す

されるのか。

長として経営実践経験から，

している
）
。

るために，中核となる，

経営のプロフェッショ

（ ）



１．経営

２．管理

３．論理

産業構造の高

の原理，原則（定石）を理解

に必要な専門知識を持ってい

的な思考ができる

度化と「知識人材」像（福谷）

している

る

４．問題

５．経験

６．短期

７．強い

８．強い

９．経営

．経営

が生じた時，原因の見立て

が豊富かつ理論的な裏付けが

間で解決策を見出せる

使命感と自信を持っており，

リーダーシップを持っている

施策に個性を発揮する

に対し強烈な執念を持ってい

（診断）が早く，的確

あるので，解決の選択 が

摩擦をためらわず，解決策

る

多い

を進める

アマチュア

１．経験

２．断片

３．情緒

４．思い

５．解決

６．解決

７．摩擦

主義の傾向が強く，体系化さ

的な知識である

的，思いつきが多い

こみが強く，的外れのことが

策が直線的である

策を見出すのに時間がかかる

を避けるため，問題の先送り

れた知識は持っていない

ある

をしやすい

８．リー

９．横並

．執念

以上のよう

し，経験主義

川端大一

れるのであろ

ダーシップが弱い

び主義が多い

について，プロと大きな温度

に，アマチュアと異なり，プ

の弊害をとり取り除き，経営

（ ）は， 世紀の知力経営

うか，という観点から以下の

差がある

ロフェッショナルは経営理

にも「科学する心」が必要

を担う人材（知力人材）には

指摘をしている。

論を身に付け，情勢を分析

なことを示唆している。

，どのような要件が求めら

世界大競

バル・スタ

が必要である

ないものであ

そしてマネジ

経営者や

改良創造を超

争に打ち勝っていくためには

ンダードに立ったコンプライ

が，新たな価値を創造し，市

る。日本が米国に劣っている

メント力であろう。

中核人材に求められる知力と

えて新たな価値を創造する

， （情報技術），国際的な言

アンス（ ）の確保や

場優位を確保する知力の中

能力は，専門力，創造力，

して， 世界に通用する専門

レベルの高い創造力（革新的創

語能力，さらにはグロー

倫理観など，様々な要因

核をなすものとして欠かせ

戦略力，プロデュース力，

力（ ）， 改善・

造力）， ビジョンや目標

を実現し市場

変化に対応し

宮下清（

ーを，新たな

メントのあ

を組織内プロ

での優位や成長を確保する戦

てのダイナミックな経営力を

）は企業組織に雇用され，

専門家として「組織内プロフ

り方を問うている。「その中で

フェッショナルとして処遇し

略力， 新規事業を創造す

指摘している
）
。

これまで職務の専門性を問わ

ェッショナル」として位置

，知識・情報化時代において

，戦略的な事業を創出する

るプロデュース力， 環境

れなかったホワイトカラ

付けて，新たな人材マネジ

，事務系ホワイトカラー

源泉として捉えている。そ

（ ）



のマネジメント

事管理にもとめ

評価段階におけ

立命館経済

は多様な人材を想定し，個別

ている。とくに，専門性と主

る組織内プロフェッショナル

学（第 巻・第３号）

に対応し，個人と組織の関係

体性を支援するマネジメント

制度の確立，自己管理型教育

が双方向になりうる人

を強調し，職種別採用，

訓練などを通じて，専

門経営者の輩出

新たな

守島基博（

であり，もう少

して人材の生産

いいかえれば，

を指摘している
）
。」

管理者

）は，「企業の競争力を考

し深めれば，これだけ給与や

性を高めるだけでは，企業に

これからの人材は，知的に貢

える場合，人材による貢献が

その他処遇のコストが高くな

とって競争力を維持すること

献をすることで初めて，コス

最も大きなファクター

ると，単純な労働力と

ができなくなってきた。

トに見合う付加価値を

生み出す。そし

強調している。

経験を共有する

安 卓は韓国

理者の知識人材

のリーダとして

ることのできる

る人材， 高度

て，知的な貢献によってのみ

その知的競争力としての人材

力を指摘している
）
。」

企業が求めている，技術人材

としての役割像は， 企業活

の眼目と資質を備えた未来の

人材， 時代の変化に能動的

の専門的知識を身につけ新た

，人材は企業の競争力を高め

像として， 類推する力，

について，以下のポイント

動の中核を担い，将来の発展

経営者たる人材， 企業の未

に行動し，絶えず自己革新を

な価値を作り上げることので

ることができることを

ビジョンを描く力，

を挙げている。「企業管

を支える人材， 組織

来価値を最も多く高め

通じて組織に貢献でき

きる人材， 自分の分

野でプロ精神を

影響力を及ぼす

作り出す創造性

彼らに求めら

思考能力， 組

ーシップ，

佐久間賢（

持って付加価値を生産できる

ことのできる人材， 固定観

の豊かな人材である
）
。」

れる能力として， 専門的知

織管理能力／マネジメント能

能力（

）は，日本企業の現場を訪

知的競争力の高い人材， 未

念にとらわれることなく自由

識， 経営マインド， 革新

力， 異文化対応能力， 情

語学能力）， 自己革新能力を

問し，中間管理職のリーダー

来の事業に最も大きな

な発想で新たな代案を

的創造能力， 戦略的

報処理能力， リーダ

掲げている。

シップのあり方を考察

し，「問題解決

ダーが部下の満

立されることを

的な問題解決の

末端の組織にお

され，それを媒

４に，タスク遂

型リーダーシップ」モデルの

足できるような問題解決を行

中心に据える。そして第１に

テーマとして「経営ビジョン

いても共有化される。第３に

介にした対話が行われること

行のうえで必要な意思決定の

構築を提案している。「具体的

い，結果として，部下との間

，信頼関係のある職場が形成

」が明確化され，その具体的

，上記の達成によって「各組

によって，人事の公平と公正

自由度と責任が部下に委譲さ

には，問題解決型リー

に信頼と協力関係が確

される。第２に，根本

な材料としての情報が

織のタスク」が明確化

の原則が行われる。第

れ，そのことが個人の

自己実現にもキ

「エンジン」す

このためには

客観的要因分

ャリア形成にも資し，育つべ

なわち起動力となり，常に成

，６つの経営スキルが必要で

析力， コミュニケーション

き部下が育っていく。このよ

長と変革を目指す組織文化が

ある。 ウイン・ウイン型問

力， 人間関係力， チーム

うなリーダーシップが

形成される。

題解決力， 説得力，

運営力である
）
。」

（ ）



産業構造の高

４ 「

度化と「知識人材」像（福谷）

知識人材」の概念

定義

先行研究を

ームワークを

人材に知識

を踏まえ，そ

まず，「人

と範囲

踏まえ，知識・情報化社会に

体系化する。

という形容詞を付した，「知

の定義や範囲を明確化したい

材」という言葉の語義を整理

おける基幹人材としての「

識人材」とは新しく創作した

。

すると，例えば，才識ある

知識人材」の基本的なフレ

用語であり，以下の検討

人物，役に立つ人物（広辞

苑）。また，

関連する用

働者に体現化

用な能力を，

投資として扱

さらに，「

物的資源と同

野村総合研

タレント（ ），才能ある

語で「人的資本」があり，労

された技能・熟練を指す（広

物的資本と同等に扱っていう

う。

人的資源」はすぐれた研究員

じように，生産資源の一つと

究所（ ）は「知識人材と

人々（ジューニアス和英辞典）と

働力を資本としてみたもの

辞苑）。この「人的資本」は

語。教育や訓練など，この

や熟練した労働者がもつ能力

みなした概念である。

は，知的労働の基礎となる訓

も表現できる。

であり，諸教育によって労

，労働者が有する生産に有

能力を高めるための支出を

の経済的価値を，ほかの

練を受けていること，社

内外での十分

こと，自律的

れらの要件の

アジア各国

位置づけを，

いる。……

様々な機能を

なコミュニケーション能力や

な業務活動ができることなど

多くは大学などの高等教育機

はグローバル経済への組み込

「単純な生産拠点」から「自

事業活動遂行にはマネジャー

担う，多様な知的活動に従事

共通のコミュニケーション

の要件を満たすことが必要

関での教育訓練を通じて基

みを進め，それは同時に日

律的な事業活動を行うべき地

以外に，技術・研究者やマー

する人材が必要である
）
。」

手段を駆使する応力をもつ

であると指摘している。こ

礎がつくられる。

本企業に対して，アジアの

域に変えるように促して

ケティング専門家など，

知識・情報

「知識人材

性，第３は革

その第１は

有する専門家

第２は新規

テジック・ア

化時代に即して，われわれは

」は，概括的な定義として，

新性である。

，大学以上の教育，或いは大

（プロフェショナル）である。

事業の開拓や新機軸の普及

ドミニストレータ）である。

以下の定義を措定する。

３つの局面から構成する。第

学に相当するレベルの教育

・浸透など新たなビジネスを

１は専門性，第２は戦略

を受け，高度の専門知識を

構築できる戦略家（ストラ

第３は「知

なお，普

この知識人

■一定の学

■経営者・

」の融合や付加価値の創出を

遍的な語義を確保するため，

， ，

材の範囲を以下項目のうち，

歴以上の者（大卒）

管理者「ストラテジック・ア

構想できる革新家（イノベー

英語表現に代えてみると，

などに相当するで

複数項目を具備しているこ

ドミニストレータ」

ター）である。

あろう。

ととする。

（ ）



■研究者・技

ストラ

立命館経済

術者「プロフェッショナル・

テジック・アドミニストレー

学（第 巻・第３号）

リサーチャー エンジニア」

タ像

「知識人材」

業化段階（―）

経営マイン

―管理運

世界的に通

―国内最

新たな価値

として，企業経営者・管理者

に対比して例示すると，以下

ドを持つ

営ができる

用する高度の専門的知識を身

高の専門的知識を身につけて

を作り上げることができる

における資質，力量を，知識

の諸項目を挙げることが出来

につけている

いる

情報化段階（ ）と工

る。

―先進モ

戦略的・創

―戦術的

組織の

―所与の

社内外の様

―業界情

異文化に対

デルの翻訳ができる

意的思考を持つ

・馴化的思考を持つ

や目標を構築し，その実

目標を効率的に遂行できる

々な分野の情報を収集・分析

報に精通している

する幅広い理解と適応力を持

現のために資源を有効に活用

し，活用できる

つ

していく

―国際的

自分の価値

―先進事

プロフ

「知識人材」

（ ）と工業化段

視野をもてる

観で変革していこうとする

例の最適解を踏襲しようとす

ェッショナル・リサーチャー

として，企業内専門家とくに

階（―）を対比する形で例示

る

エンジニア像

研究者・技術者の資質，力

すると，以下の項目が挙げら

量を，知識情報化段階

れる
）
。

ブレーク・

―応用開

広い分野に

―タコツ

他の研究分

―狭隘・

問題設定能

スルーを目指し，新技術・製

発や改良といったインクルメ

ついて現在の体系の限界を含

ボ型先鋭

野と互いの分野について意見

唯我

力をもてる

品開発を構想できる

ンタルな改善ができる

めて見通しを持てる

交換ができる

―問題解

開発遂行力

―プロセス

固な信念

―妥協

将来展望に

決能力の強い

より企画構想力を持つコンセ

エンジニアリング指向

を持てる

洞察力のある

プトクリエイティブな

（ ）



―原点

自己主張

―コン

産業構造の高

回帰

が強い

センサス

度化と「知識人材」像（福谷）

世界的に

―アマ

楽天家

―計算

専門性が高い

チュアリズム

づく

結語――アジア日系企業の「知識人材」像――

一般的には

らば，第１は

う。

この「初期

練をひたすら

次の「工業

を持てること

，工業化・知識情報化という

「初期工業化」段階，第２は

工業化」段階とは開発途上状

学習することにある。

化」段階とは特定領域の事業

にある。

産業構造の変革を，発展段

「工業化」段階，第３には

況にあり，先進企業の優れ

化を習得し，一部の製品が

階論的に位置づけをするな

「知識情報化」段階となろ

た技術，経営管理，知的熟

その世界市場で価格決定力

最後の「知

新製品開発・

まず，各国

この表１か

人材」像につ

レーシア，中

●韓国

識情報化」段階とは米国をは

新事業開拓に傾注せざる得な

の就業者の産業別構成比を取

ら，アジア各国の経済発展段

いて，アンケート及びヒアリ

国，ベトナムの５ヶ国を取り

じめ，世界の先進企業が模

い状況に立たされている状

ってみよう。

階を認識しつつ，日系企業

ング調査結果を取り纏めた

上げ，その特性を例示する

索している，未踏分野に，

態にある。

において期待される「知識

。今回は，韓国，タイ，マ

。

韓国は欧米

アップ政策の

家電製品，半

来ている。

産業別就業

上，「知識情

化社会の入り

や日本の工業化をモデルに，

中で，財閥企業を中心に，重

導体などで世界水準に到達し

構造は表１のように，日本な

報化」即ち新製品開発や新事

口に立ち，いわゆる「知識人

成長経済軌道に乗せた。こ

化学工業の創設・振興に注

つつあり，その一部は世界

らびに欧米先進国と同様の

業開拓を推進する「知識人材

材」も，１章で記述した「

こ 年間の工業化キャッチ

力してきた。韓国は造船，

水準を凌駕するところまで

状況にある。産業構造政策

」像であろう。知識情報

ホワイトカラー」，「シンボ

リック分析者

される。

在韓国日

期待知識人材

「プレゼンテ

」，「ゴールドカラー」，「ナレ

系企業に対する当該研究プロ

像として，主に「強いリーダ

ーション能力」が求められて

ッジワーカー」に包摂され

ジェクトのヒアリング調査

ーシップ」とともに，「企画

いる。

た機能を果たすことが要請

（平成 年度）においては，

立案力」，「組織運営能力」，

（ ）



立命館経済

表１ 就

国・地域 農林水

ア メ リ カ

学（第 巻・第３号）

業者の産業別構成比
（％，

産業 工業建設業 サービス

年）

業

ド イ ツ
日 本
韓 国
タ イ
マ レ ー シ ア
中 国
ベ ト ナ ム

出所） 労働政策研究・研修機構
『

『国際労働比較 』
』

●タイ・マレ

タイ・マレー

工，家電，自動

生産管理の習得

タイにおける

るリーダーシッ

ーシア

シア産業も欧米・日本企業を

車産業の知的熟練を習得中

・活用が知識人材像として期

日系企業への同調査結果で

プ」，「異文化理解力」，「管理

モデルに，工業化を進展させ

である。産業発展政策上，「工

待されている。

は，知識人材として，具体的

技法操作能力」などが求めら

てきた。繊維，食品加

業化」即ち製品設計・

には，「即断即決のでき

れている。マレーシア

では，「自己革

で既述し

り，成長と変革

●中国・ベト

中国・ベトナ

そして，二輪車

幹技術の導入や

新型リーダーシップ」，「専門

た「問題解決型リーダーシッ

を目指す組織文化の形成が求

ナム

ムは産業発展政策として，工

，電気製品などが主要産業で

経営管理の学習・習得が知識

能力」，「組織運営能力」，「数

プ」モデルが，工業化段階の

められる。

業化に取り組み始めた段階で

ある。産業発展政策上，初期

人材像として期待される。

値処理能力」である。

知識人材像の典型であ

あり，繊維，食品加工，

工業化段階であり，基

在中国日系企

力」，「専門能力

えられる。

以上，実証調

国（台湾，イン

え，当該調査研

業に対する同調査結果では，

」などが求められている。ベ

査の結果を分析し，中間報告

ド，インドネシア，フィリピン）

究全体の詳細な分析結果は次

期待知識人材像として具体的

トナムでは上記項目以外に

として取りまとめたものであ

のヒアリング調査とアンケー

の機会としたい。

には「管理技法操作能

「異文化理解能力」が加

る。その他の調査対象

ト調査の分析検討を加

謝辞

本研究は，
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